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抄 録
しょうろく

 

 筆 者
ひっしゃ

は、 青 森 県
あおもりけん

の精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

（Ｚ 病 院
びょういん

）に入 院
にゅういん

するＡさんから

要 請
ようせい

をうけて、２００８ 年
ねん

７ 月
がつ

３０日
にち

から２００９ 年
ねん

３月
がつ

２７ 日
にち

にかけ

て、 退 院
たいいん

のための 援 助
えんじょ

活 動
かつどう

を行
おこ

なった。 

Ａさんは任意
にんい

入 院 者
にゅういんしゃ

であり、 退 院
たいいん

の申 出
もうしで

を行
おこな

えば７２時間
じかん

を越
こ
えて

退 院
たいいん

を制 限
せいげん

されることはない。しかし、Ｚ 病 院
びょういん

は、Ａさんの 退 院
たいいん

及
およ

び

外 出
がいしゅつ

を不当
ふとう

に 制 限
せいげん

した。また、医師
い し

は外 出
がいしゅつ

に 際
さい

して不当
ふとう

な条 件
じょうけん

を付
ふ
し、

病 院
びょういん

の精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

及
およ

び臨 床
りんしょう

心理士
しんりし

は、 犯 罪
はんざい

をおかす可 能 性
かのうせい

のある

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の退 院
たいいん

は 認
みと

められないなどとして、 積 極 的
せっきょくてき

に退 院
たいいん

制 限
せいげん

を 望
のぞ

んできた。 筆 者
ひっしゃ

は、Ｚ 病 院
びょういん

の 実 態
じったい

を、 実 践
じっせん

のなかで目
ま
の当

あ
たりにし

た。 

本 稿
ほんこう

は、 実 践
じっせん

記録
きろく

や手紙
てがみ

を 基
もと

に、Ｚ 病 院
びょういん

の実 態
じったい

を事例
じれい

として

紹 介
しょうかい

する。 

 総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第 1 5 回
だい  かい
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（和
わ
）keyword：退 院

たいいん
制 限
せいげん

，患 者
かんじゃ

の管理
かんり

，社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

，法
ほう

の

恣意的
しいてき

解 釈
かいしゃく

 

（ 英
えい

）keyword： Limit of the discharge, Hospital of the Egyptian bondage, Social 

hospitalization, Wrong interpretation of the law 

 

１．事例
じれい

の 概 要
がいよう

 

 筆 者
ひっしゃ

は、 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

からの退 院
たいいん

希望
きぼう

を受
う
けて、 退 院

たいいん
に向

む
けた 救 援

きゅうえん

活 動
かつどう

（以下
い か

、 援 助
えんじょ

）を 行
おこな

っている。 援 助
えんじょ

活 動
かつどう

の具 体 的
ぐたいてき

な内 容
ないよう

は、

① 退 院
たいいん

等
とう

の 請 求
せいきゅう

及
およ

び 処 遇
しょぐう

改 善
かいぜん

請 求
せいきゅう

にかかる 援 助
えんじょ

、②賃 貸 借
ちんたいしゃく

物 件
ぶっけん

の情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

及
およ

び不 動 産
ふどうさん

会 社
かいしゃ

への 同 行
どうこう

、③生 活
せいかつ

保護
ほ ご

申 請
しんせい

等
とう

に

係
かかわ

る支援
しえん

、④ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

及
およ

び地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の利用
りよう

に

係
かかわ

る支援
しえん

、⑤ 強 制
きょうせい

入 院
にゅういん

の場合
ばあい

は、 診 察 室
しんさつしつ

に同 席
どうせき

し保護者
ほごしゃ

及
およ

び

主治医
しゅじい

・管 理 者
かんりしゃ

（ 精 神
せいしん

保健
ほけん

指定医
していい

）に退 院
たいいん

に向
む
けた説 得

せっとく
の五

いつ
つを主

しゅ

に 行
おこな

っている。これらは 全
すべ

て、患 者
かんじゃ

からの依頼
いらい

に応
おう

じて 行
おこな

っており、

契 約 書
けいやくしょ

を交
か
わして開始

かいし
することにしている。 

 筆 者
ひっしゃ

は、Ａさん（３０ 代
だい

、 女 性
じょせい

）から要 請
ようせい

をうけて、 援 助
えんじょ

活 動
かつどう

を

行
おこな

った。Ａさんは、家族
かぞく

関 係
かんけい

の悪化
あっか

により、保護者
ほごしゃ

の同意
どうい

で医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

となり、２００４ 年
ねん

４ 月
がつ

１０日
か
に入 院

にゅういん
してから、２００９ 年

ねん
３ 月

がつ
２７

日
にち

まで数 回
すうかい

の短期
たんき

退 院
たいいん

があったものの、 合 計
ごうけい

で４ 年
ねん

５ヶ月
かげつ

の 入 院
にゅういん

を

している。２００８ 年
ねん

８ 月
がつ

までは 医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

であったが、その後
ご
、任意

にんい

入 院
にゅういん

に切
き
り替

か
わった。Ａさんは、Ｚ 病 院

びょういん
に入 院

にゅういん
しており、主治医

しゅじい
は、 精 神

せいしん

保健
ほけん

指定医
していい

のＢ医師
い し

である。Ｚ 病 院
びょういん

には、 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

が 配
くば

属
ぞく

されており、

Ｃ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

がＡさんの 担 当
たんとう

である。 

 事例
じれい

は、 当 該
とうがい

援 助
えんじょ

活 動 中
かつどうちゅう

の記録
きろく

をまとめたもので、Ａさんからの手紙
てがみ

も

含
ふく

まれている。 

 



２．事例
じれい

 

 ２００８ 年
ねん

７ 月
がつ

３０ 日
にち

、筆 者
ひっしゃ

はＡさんがＺ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

していることを知
し

り、Ｚ 病 院
びょういん

に 入 院
にゅういん

するＡさんに 面 会
めんかい

に行
おこな

った。Ｚ 病 院
びょういん

は、すべての 病 棟
びょうとう

が

閉鎖
へいさ

病 棟
びょうとう

である。 

 Ａさんは、２００４ 年
ねん

４ 月
がつ

１０日
か
に入 院

にゅういん
してから今日

きょう
まで、 途 中

とちゅう
数 回
すうかい

の

退 院
たいいん

を除
のぞ

けば、 合 計
ごうけい

で４年
ねん

入 院
にゅういん

していたという。会話
かいわ

の中
なか

でＡさんか

ら「 退 院
たいいん

したい」ということを 数 回
すうかい

にわたって聞
き
かされた。Ａさんから８ 月

がつ
２

６ 日 付
にちづけ

筆 者 宛
ひっしゃあて

の手紙
てがみ

が届
とど

き、Ａさんが７ 月
がつ

頃
ころ

にＸ県
けん

に退 院
たいいん

等
とう

請 求
せいきゅう

をしていたことがわかる。 

 

精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ーから 退 院
たいいん

請 求
せいきゅう

の結果
けっか

が来
き
て、 退 院

たいいん
は 認

みと
めら

れないって。市
し

役 所
やくしょ

からも引
ひ
っ越

こ
し費用

ひよう
は出

だ
せないって言

い
われたし。とうとう逃

に
げ

道
みち

を断
た
たれました。ここ３日

か
、ショック

し ょ っ く
でベッド

べ っ ど
から起

お
き上

あ
がれず。ついに 私

わたし
は

廃 人
はいじん

です。（ 中 略
ちゅうりゃく

） 精 神
せいしん

病 院
びょういん

が昔
むかし

の 様
さま

な閉 鎖 的
へいさてき

で陰
いん

うつなところ

ぢゃないなんて言
い
っているのはどこのこと。 少

すく
なくとも、ここは 違

ちが
う。 一 旦

いったん
入
い
れ

られたら最後
さいご

、分
ぶん

（ 原 文
げんぶん

ママ
ま ま

）の分
わ
からない 病 名

びょうめい
を 宛

あて
がわれて、すぐ

複 数
ふくすう

の薬
くすり

を出
だ
され、だんだん 薬

くすり
漬
づ

けにされてしまう。 外
そと

との 繋
つな

がりも断
た
た

れ、 親
おや

からも見放
みはな

され、 友 達
ともだち

も去
さ
り、天 涯

てんがい
孤独
こどく

の心 境
しんきょう

にさせられる。

（ 中 略
ちゅうりゃく

）入 院
にゅういん

の 必 要 性
ひつようせい

は無
な
かったんじゃないのか。 今

いま
だって、ただ閉

と
じ込

こ
め

られてるだけでは 治
なお

るとは 思
おも

えない。 院 長
いんちょう

が言
い
う通

とお
り、５０ 年

ねん
から６０ 年

ねん

かかって、しかも自力
じりき

で 治
なお

すしかない 病 気
びょうき

って、為々（ 原 文
げんぶん

ママ
ま ま

） 入 院
にゅういん

の

必 要 性
ひつようせい

があるのか疑問
ぎもん

。（以下
い か

略
りゃく

） 

 

筆 者
ひっしゃ

は、９ 月
がつ

１０日
か
にＺ病 院

びょういん
へＡさんの 面 会

めんかい
に行

ゆ
き、 退 院

たいいん
援 助
えんじょ

活 動
かつどう

（契 約
けいやく

）の 話
はな

しをもちかけた。すると、Ａさんは、 早 速
さっそく

でも 契 約
けいやく

を交
か
わしたいと 話

はな
した。 幸

さいわ
い、Ａさんは９ 月

がつ
１０日

か
の時点

じてん
で任意

にんい
入 院 者
にゅういんしゃ

であ

ったため、 退 院
たいいん

の意思
い し

表 示
ひょうじ

の後
あと

に、 住 居
じゅうきょ

を確保
かくほ

すれば直
す
ぐにでも 退 院

たいいん
で

きる 状 態
じょうたい

であった。また、Ａさんは 既
すで

に生 活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う
けているため、 変 更

へんこう
の

書 類
しょるい

だけで 生 活
せいかつ

に 必 要
ひつよう

な資金
しきん

を得
え
ることも可能

かのう
であった。 



１０ 月
がつ

１ 日
にち

、筆 者
ひっしゃ

は契
ちぎり

約
やく

書 類
しょるい

を持
も
って、Ａさんの 面 会

めんかい
のためＺ 病 院

びょういん

に 行
おこな

った。１０ 月
がつ

２９ 日
にち

には、 物 件
ぶっけん

情 報
じょうほう

を持
も
って、Ａさんの 面 会

めんかい
のため

Ｚ 病 院
びょういん

に 行
おこな

った。Ａさんに、青 森 市
あおもりし

の市街地
しがいち

に位置
い ち

する、家賃
やちん

が三 万 円
さんまんえん

前後
ぜんご

の物 件
ぶっけん

１２ 件
けん

を 紹
しょう

介
かい

した。そのときは、たまたま、Ｚ 病 院
びょういん

に勤務
きんむ

す

るＤ看護師
かんごし

がＡさんと 同 席
どうせき

していた。Ｄ看護師
かんごし

は、 契 約 書
けいやくしょ

と物 件
ぶっけん

情 報
じょうほう

を見
み
るなり、 筆 者

ひっしゃ
に話

はな
しかけてきた。そして、Ａさんに 対

たい
して、主治医

しゅじい
に契

ちぎり

約
やく

書 類
しょるい

を見
み
せるように 促

うなが
した。 

１０ 月
がつ

３０ 日
にち

、Ｚ 病 院
びょういん

のＣ精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

から 筆 者
ひっしゃ

に電話
でんわ

があり、

病 院
びょういん

に来
く
るように言

い
われた。そのため、１１ 月

がつ
５日

か
にＺ病 院

びょういん
へ行

おこな
った。 筆 者

ひっしゃ

は、Ｃ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

ともう一人
ひとり

の従 業 員
じゅうぎょういん

に、面 会 室
めんかいしつ

らしき部屋
へ や

に連
つ
れて

いかれた。そこには、Ａさんもいた。 早 速
さっそく

、Ｃ精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

が怒
いか

り 口 調
くちょう

で 質 問
しつもん

を始
はじ

めた。 

 

Ｃ 「 誰
だれ

に許可
きょか

を得
え
てＡさんと 退 院

たいいん
援 助
えんじょ

の 契
けい

約
やく

したのですか 。」  

筆
ふで

 「Ａさんと 双 方
そうほう

の合意
ごうい

に基
もと

づいて 契 約
けいやく

しました。」  

Ｃ 「 病 院
びょういん

の 方
かた

で 責 任
せきにん

をもって 退 院
たいいん

させるのでいいです。」  

筆
ふで

 「それは、Ａさんご 本 人
ほんにん

が決
き
めることなので、あなたが言

い
うべきことではあり

ません。また、 私
わたし

たちは、 契 約
けいやく

しておりますので、支援
しえん

を 行
おこな

う債務
さいむ

がありま

す。これを 契 約
けいやく

の外 部 者
がいぶしゃ

の意思
い し

で放棄
ほうき

することはできません 。」  

Ｃ 「どこのだれかもわからない 人
ひと

が、 急
きゅう

にそんなこと言
い
ってきても 困

こま
ります。」  

筆
ふで

 「これはＡさんと 私
わたし

の 契 約
けいやく

なので、 病 院
びょういん

がどこの 誰
だれ

かをわかっておく

必 要 性
ひつようせい

はないと 思
おも

います。知
し
りたいならば、Ａさんから聞

き
くこともできたと 思

おも
い

ます。また、 私
わたし

たちでお 答
こた

えできることはすべてお 答
こた

え致
いた

します。」  

Ｃ 「そういうのは、 予
あらかじ

め、 契 約
けいやく

する 前
まえ

に挨 拶
あいさつ

をして 行
おこな

うべきです。」  

筆
ふで

 「私
わたし

はそうは 思
おも

いませんけど。まぁ、 挨 拶
あいさつ

してほしいなら、 今
いま

からでも

挨 拶
あいさつ

してもいいですよ。」  

Ｃ 「そうでなくて、 文 書
ぶんしょ

できちんとお 願
ねが

いします 。」  

 

おそらく、Ｃ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

は、 病 院
びょういん

にいる 患 者
かんじゃ

は病 院
びょういん

が管理
かんり

している



ため、 患 者
かんじゃ

へのコンタクト
こ ん た く と

は、すべて 病 院
びょういん

が知
し
る必 要

ひつよう
があると言

い
いたいのだろ

う。 

Ａさんから１１ 月
がつ

５日 付
にちづけ

筆 者 宛
ひっしゃあて

の手紙
てがみ

が 届
とど

き、病 院
びょういん

がグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

入 居
にゅうきょ

を前 提
ぜんてい

に退 院
たいいん

を 進
すす

めていることを知
し
った。１１ 月

がつ
１０日

か
、Ａさんの

面 会
めんかい

でＺ病 院
びょういん

に行
ゆ
き、その 話

はな
しになった。 話

はなし
によれば、Ａさんは主治医

しゅじい
から

「グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

なら 退 院
たいいん

できる」と言
い
われたが、可能

かのう
であればアパート

あ ぱ ー と
に住

す
みた

いとのことであった。 筆 者
ひっしゃ

は、サービス
さ ー び す

や 生 活
せいかつ

様 式
ようしき

まで 病 院
びょういん

が口
くち

を出
だ
すこ

とではないことと、アパート
あ ぱ ー と

に住
す
みながら介護

かいご
を利用

りよう
できることをということを

説 明
せつめい

した。 

 １１ 月
がつ

１１ 日
にち

、Ｃ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

から筆 者
ひっしゃ

に電話
でんわ

があり、 内 容
ないよう

とし

ては、Ａさんがグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

ではなく、 退 院
たいいん

してすぐにアパート
あ ぱ ー と

に 入
にゅう

居
きょ

したい

と言
い
い出

だ
して困

こま
っているといったものであった。１１ 月

がつ
１３日

にち
、筆 者

ひっしゃ
は、Ａさ

んの依頼
いらい

に 基
もと

づき、Ｚ 病 院
びょういん

のＣ精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

に 生 活
せいかつ

様 式
ようしき

に及
およ

んだ

介 入
かいにゅう

をしてはならない 旨
むね

の 説 明
せつめい

をしにいった。しかし、Ｃ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

は、

「 病 院
びょういん

は 病 院
びょういん

でＡさんの 退 院
たいいん

に向
む
けた援 助

えんじょ
を行

おこな
う。 桐 原

きりはら
さんは

桐 原
きりはら

さんでやればいい。 病 院
びょういん

には、 桐 原
きりはら

さんのほうから 挨 拶
あいさつ

がないので

協 力
きょうりょく

関 係
かんけい

はないから、 一 緒
いっしょ

に退 院
たいいん

援 助
えんじょ

はできない。」 と言
い
い出

だ
し、「なん

の支援
しえん

もないアパート
あ ぱ ー と

に入
い
れるなど 責 任

せきにん
がもてない」とも言

い
ってきた。 筆 者

ひっしゃ
は、

Ａさんの 望
のぞ

む結果
けっか

を実 現
じつげん

するようＯ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

に 働
はたら

きかけたが、Ｏ

精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

は、自分
じぶん

達
とおる

のプラン
ぷ ら ん

や専 門 性
せんもんせい

に固執
こしつ

していた。なので、

筆 者
ひっしゃ

は、挨 拶
あいさつ

をしないから 協 力
きょうりょく

しないということ、Ａさんの 要 望
ようぼう

を無視
む し

し

ていること、アパート
あ ぱ ー と

でも介護
かいご

を受
う
けられることと 共 同

きょうどう
生 活
せいかつ

援 助
えんじょ

の支援
しえん

の

方
かた

が時
とき

として手薄
てうす

であること、 病 院
びょういん

にいる患 者
かんじゃ

の 契
ちぎり

約
やく

行為
こうい

は病 院
びょういん

に

管理
かんり

・拘 束
こうそく

される 必 要
ひつよう

がないことを 説 明
せつめい

した。 

それでも、Ｏ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

は、Ａさんをグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の 見 学
けんがく

に連
つ
れて行

おこな

ったらしい。１１ 月
がつ

２７ 日
にち

、Ａさんから 筆 者 宛
ひっしゃあて

に手紙
てがみ

が 届
とど

き、そこには、 

 

２６ 日
にち

にグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

見 学
けんがく

に行
おこな

ってきました。部屋
へ や

は二人
ふたり

でくらすにはせま

そうだなと 思
おも

いました。それに 私
わたし

、少
すこ

し潔
けっ

ぺき 症
しょう

な所
ところ

があるので、相手
あいて



の 人
ひと

が 乱 雑
らんざつ

な 人
ひと

だと、気
き
になってがまんできなそうと 思

おも
いました。だけど

親
おや

や生 活
せいかつ

保護課
ほ ご か

職 員
しょくいん

は一人暮
ひとりぐ

らしみとめてくれないし、 他
ほか

に行
い
けそうな 所

ところ

もないし、がまんしてグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

にいった 方
ほう

がいいかなと 悩
なや

んでいます。

（ 中 略
ちゅうりゃく

）まさか、わざわざどこどこに行
い
きますって言

い
って出

で
なきゃなんないの？やだ

なぁ・・・でも仕方
しかた

ないのかな。（ 中 略
ちゅうりゃく

）はっきりいって、 本 当
ほんとう

は

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

行
い
きたくないよ。でも、そこしか行

い
けそうな 所

ところ
もないし、 親

おや
は納

なっ

得
とく

しないし。行
い
ってみてだめなら、また 病 院

びょういん
に 戻

もど
されるのかな。 

 

と書
か
かれていた。 筆 者

ひっしゃ
は、 病 院

びょういん
がＡさんにグループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む
の利用

りよう
を 強

きょう
要
よう

して

いるのではないかと 思
おも

った。また、 一
いち

部屋
へ や

に二人
ふたり

で暮
く
らさせているグループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む

に 問 題
もんだい

も感
かん

じた。 一 方
いっぽう

で、１１ 月
がつ

２８ 日
にち

、Ｚ病 院
びょういん

のＣ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

から筆 者
ひっしゃ

に電話
でんわ

があり、１２ 月
がつ

１９ 日
にち

にＡさんの主治医
しゅじい

であるＢ

医師
い し

とあって欲
ほ
しいと 話

はな
される。１２ 月

がつ
１９ 日

にち
、筆 者

ひっしゃ
は、Ｚ 病 院

びょういん
に行

ゆ
き、Ｂ

医師
い し

にあった。 

 

Ｂ 「今日
きょう

はどういった用事
ようじ

ですか 。」  

筆
ふで

 「Ｃさんから、Ｂ医師
い し

に会
あ
うように言

い
われたので、きました。」  

Ｂ 「Ｃさん。そうなの？」 

Ｃ 「はい。そうです。」  

Ｂ 「まぁ、 話
はな

すこともないんだけど、Ａさんが 退 院
たいいん

したいって言
い
い出

だ
しているの

は知
し
っています。だけどね、いま、 退 院

たいいん
できる状 況

じょうきょう
じゃないと 思

おもう
うんだけど、

君
きみ

はどう 思
おも

う？」 

筆
ふで

 「私
わたし

は医者
いしゃ

じゃないので、他者
たしゃ

の心 身
しんしん

について意見
いけん

を述
の
べませんが、

任意
にんい

入 院
にゅういん

の 患 者
かんじゃ

が 退 院
たいいん

したいと意思
い し

表 示
ひょうじ

したら、 原 則
げんそく

として 退 院
たいいん

させなければならないわけですから、 退 院
たいいん

はできるはずです。」  

Ｂ 「なるほどね。 私
わたし

はグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

でなければ、 退 院
たいいん

は 認
みと

めないつもりだが、

あなたは 違
ちがい

うんでしょ。普通
ふつう

のアパート
あ ぱ ー と

では支援
しえん

を受
う
けられないから、 退 院

たいいん
し

て直
す
ぐであるなら、グループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む
の方

かた
が安 全

あんぜん
ではないですか。」  

筆
ふで

 「いえ。 居 宅
きょたく

でヘルパ
へ る ぱ

ーの利用
りよう

もできるので支援
しえん

は受
う
けられます。それに、



グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の 方
かた

が、 本 来 的
ほんらいてき

には“地域
ちいき

において 共 同
きょうどう

生 活
せいかつ

を 営
いとな

むのに

支 障
ししょう

のない 障 害 者
しょうがいしゃ

”という 限 定 的
げんていてき

な表 現
ひょうげん

が用
もち

いられているし、青 森 市
あおもりし

のパンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

には、 就 労
しゅうろう

支援
しえん

を受
う
けているか、 就 労

しゅうろう
しているものが

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を利用
りよう

することを 想 定
そうてい

しています。なので、 退 院
たいいん

して

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

でなければならない 根 拠
こんきょ

にはなりません。それに、 住 宅
じゅうたく

様 式
ようしき

は

Ａさんが決
き
めることだと 思

おも
います 。」  

Ｂ 「でもね。ヘルパ
へ る ぱ

ーを利用
りよう

しすぎて、 何
なに

にも自分
じぶん

で家事
か じ

をやらなくなったらど

うするの。」  

筆
ひつ

 「仮
かり

にそうなったとしても、それがどう 問 題
もんだい

かがわからないのですが、とり

あえず、それはあり得
え
ないと 思

おも
います。」  

Ｂ 「どうして？」 

筆
ひつ

 「どうしてもこうしても、普通
ふつう

に考
かんが

えて、あり得
え
ないからです。 仮

かり
にそうな

ったとしても、 先 生
せんせい

がなにに 問 題
もんだい

を感
かん

じているかが 解
わか

りません。」  

Ｂ 「あなたは 問 題
もんだい

を 感
かん

じないの？ ならさ、 生 活
せいかつ

保護
ほ ご

を 受
じゅ

給
きゅう

して、 一 日
いちにち

でパチンコ
ぱ ち ん こ

で 金
かね

を使
つか

い果
は
たす 人

ひと
もいるんだよ。 性 格

せいかく
障 害
しょうがい

というのは、

性 格
せいかく

の障 害
しょうがい

なわけであって、その 人
ひと

の性 格
せいかく

がそうさせているわけだから、

治 療
ちりょう

しなければなんないんです 。」  

筆
ひつ

 「私
わたし

は 疾
しつ

病
やまい

に関
かん

する専 門 家
せんもんか

ではないので 人 格
じんかく

障 害
しょうがい

についてはよく

解
わか

りませんが、それとは 別
べつ

に、本 人
ほんにん

の生 活 権
せいかつけん

があるわけであって 。」  

Ｂ 「だからね。（ 声
こえ

を 荒
あら

げる）あなたが言
い
っていることは、全部

ぜんぶ
本 人
ほんにん

の好
す
きに

させてしまえと言
い
っているように聞

き
こえるんだけど。」  

筆
ひつ

 「はい。 原 則
げんそく

として 本 人
ほんにん

が決
き
めるべきことは 本 人

ほんにん
に決

き
める権利

けんり
があ

りますので 。」  

Ｂ 「じゃあ、 借 金
しゃっきん

をしたらどうするんだ。 性 格
せいかく

障 害
しょうがい

の人
ひと

には、そういう 人
ひと

もいるんだ 。」  

筆
ひつ

 「借 金
しゃっきん

をしても、 返
へん

えせばいいわけですよね。」  

Ｂ 「 返
かえ

さない 人
ひと

もいるんだ。それが 数 千 万
すうせんまん

単位
たんい

で借 金
しゃっきん

して 返
かえ

さないんなら、

問 題
もんだい

あるでしょう。」  

筆
ひつ

 「返 済
へんさい

能 力
のうりょく

がないなら自己
じ こ

破産
はさん

すればいいと 思
おも

いますが。」  



Ｂ 「一度
いちど

、自己
じ こ

破産
はさん

してしまったら、二度
に ど

はできないでしょう。（ 大 声
おおごえ

で声
こえ

を 荒
あら

げる）」  

筆
ひつ

 「７ 年
ねん

くらい 間
かん

置
お

けばできます。」  

Ｂ 「借
か
りても 返

かえ
さないで自己

じ こ
破産
はさん

を繰
く
り返

かえ
して、そんなのが 許

ゆる
されるはずない

だろ（ 大 声
おおごえ

で 声
こえ

を荒
あら

げる）」  

筆
ひつ

 「許
ゆる

されるもなにも、民事
みんじ

ですからね。 双 方
そうほう

の合意
ごうい

ですよ。貸
か
す側

がわ
に

も 責 任
せきにん

はあります。 借 金
しゃっきん

をして 返
かえ

さない自由
じゆう

もあるし、自己
じ こ

破産
はさん

する自由
じゆう

もあると 思
おも

いますよ 。」  

Ｂ 「あなたは自由
じゆう

という言葉
ことば

を完 全
かんぜん

に穿 違
はきちが

えている！！自由
じゆう

とは好
す
き

勝手
かって

にやることじゃない！不自由
ふじゆう

があって自由
じゆう

があるんだ！！ヨーロッパ
よ ー ろ っ ぱ

の Free

を、日 本 人
にほんじん

は勘 違
かんちが

いしている 人
ひと

が多
おお

いけど、自由
じゆう

というのは、 本 来
ほんらい

そう

いう意味
い み

ではなくて、自由
じゆう

に 対
たい

して 責 任
せきにん

を負
お
うということだ！！（ 大 声

おおごえ
で

怒鳴
ど な

る ）」  

筆
ひつ

 「すみません。じゃあ、 借 金
しゃっきん

をする 人
ひと

は全 員
ぜんいん

、精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

し

なければならないんですか 。」  

Ｂ 「そういうわけではないですが。」  

筆
ひつ

 「じゃあ、いいじゃないですか。それと、 僕
ぼく

が思
おも

うに自 由 権
じゆうけん

規約
きやく

に書
か
かれ

ていることが、基 本 的
きほんてき

自由
じゆう

だと思
おも

いますけどね。」  

Ｂ 「それは知
し
らないけど。」  

Ｃ 「それで 結 局
けっきょく

、 退 院
たいいん

の件
けん

は、どうしますか 。」  

Ｂ 「 本 人
ほんにん

が 退 院
たいいん

するって言
い
っているわけだから、仕方

しかた
ないでしょ。」  

 

 結 局
けっきょく

のところ、 退 院
たいいん

はすることになったらしい。 

１ 月
がつ

２２ 日
にち

、筆 者
ひっしゃ

はＡさんの 面 会
めんかい

のためＺ 病 院
びょういん

へ 行
おこな

った。その日
ひ
は、

Ａさんと 一 緒
いっしょ

に、Ｄ看護師
かんごし

に外 出
がいしゅつ

をしたい 旨
むね

を伝
つた

えた。Ｄ看護師
かんごし

は、「は

い。多分
たぶん

、 大 丈 夫
だいじょうぶ

だと 思
おも

いますので、 確 認
かくにん

しますね 。」と返事
へんじ

をしたが、

しばらくして、「 親
おや

との 同 行
どうこう

が外 出
がいしゅつ

の条 件
じょうけん

だそうです」と言
い
ってきた。抗議

こうぎ

はしたが、Ｄ看護師
かんごし

も、「医者
いしゃ

じゃないから、 私
わたし

からはなんとも・・・」と

説 明
せつめい

していたので、Ｂ医師
い し

の判 断
はんだん

であることが理解
りかい

できた。その後
ご
、Ｂ医師

い し
は



一 貫
いっかん

して、 退 院
たいいん

には 親
おや

の同意
どうい

が必 要
ひつよう

との立場
たちば

をとってきた。 

 １ 月
がつ

２５日
にち

、Ｃ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

から筆 者
ひっしゃ

に電話
でんわ

があった。 内 容
ないよう

は、

病 院
びょういん

はグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

以外
いがい

の退 院
たいいん

は認
みと

められないので、 退 院
たいいん

に当
あ
たって

親
おや

を説 得
せっとく

しろというものであった。Ａさんも、 親
おや

の説 得
せっとく

を望
のぞ

んだため、

筆 者
ひっしゃ

は親
おや

を 説 得
せっとく

することになった。 

 １ 月
がつ

２６日
にち

、筆 者
ひっしゃ

はＺ 病 院
びょういん

に１０時
じ
３０ 分

ぷん
ごろに到

いたる
着
き

した。 既
すで

にＡさ

んの 母 親
ははおや

はＺ 病 院
びょういん

に 到
とう

着
き

しており、 後
あと

から聞
き
くとＡさんとＡさんの 母 親

ははおや
は

喧嘩
けんか

を始
はじ

めていたという。そしてＡさんは、 母 親
ははおや

の説 得
せっとく

を諦
あきら

めたのであっ

た。Ａさんの 退 院
たいいん

は、 親
おや

の納
おさむ

得
とく

とは無 関 係
むかんけい

で行
おこな

うこととなり、 早 速
さっそく

、日
ひ

にちを決
き
めて、不 動 産

ふどうさん
会 社
かいしゃ

と 生 活
せいかつ

保護課
ほ ご か

に同 行
どうこう

することにした。Ａさんは、

主治医
しゅじい

に外 出
がいしゅつ

許 可 書
きょかしょ

を出
だ
しに行

おこな
った。ところが、今度

こんど
は、 外 出

がいしゅつ
許可
きょか

がでな

いという 話
はなし

になった。Ｂ医師
い し

がやってきて、 

 

Ｂ 「 外 出
がいしゅつ

は、 親
おや

が 一 緒
いっしょ

じゃないとできないことになっているし。そもそも、

外 出
がいしゅつ

は主治医
しゅじい

の許可
きょか

必 要
ひつよう

なんです。 私
わたし

が許可
きょか

を出
だ
さないと 外 出

がいしゅつ
はできませ

ん 。」  

筆
ふで

 「そんなことはないでしょう。 原 則
げんそく

開 放
かいほう

処 遇
しょぐう

でしょう 。」  

Ｂ 「それは、 病 院
びょういん

が決
き
めることで」 

筆
ふで

 「病 院
びょういん

以前
いぜん

に 法 律
ほうりつ

があります。」  

Ｂ 「 病 院
びょういん

と 法 律
ほうりつ

は 関 係
かんけい

ない。それでも、 私
わたし

は、 外 出
がいしゅつ

を禁
きん

じているわけ

ではないんだ。 朝
あさ

の６時
じ
におきて、昼寝

ひるね
しない 状 態

じょうたい
を１ 週 間

しゅうかん
続
つづ

ければ、 外 出
がいしゅつ

を 認
みと

めようと 思
おも

っている。 退 院
たいいん

も無期
む き

ではない。」  

 

Ｚ 病 院
びょういん

は、 原 則
げんそく

として 外 出
がいしゅつ

を 認
みと

めず、許可
きょか

が出
で
た者

もの
のみを 外 出

がいしゅつ
可能
かのう

としている。これは 問 題
もんだい

であるとＡさんに 伝
つた

えたが、Ａさんは、Ｂ医師
い し

の 条 件
じょうけん

を

受
う
け入

い
れることを 選

えら
んだ。 

 ２ 月
がつ

９日
か
、ＡさんはＢ医師

い し
の出

だ
したノルマ

の る ま
を達 成

たっせい
し、 外 出

がいしゅつ
をすることになった。

不 動 産
ふどうさん

会 社
かいしゃ

に行
ゆ
き 説 明

せつめい
を受

う
け、 生 活

せいかつ
保護課
ほ ご か

に行
ゆ
き説 明

せつめい
を受

う
け、 障 害 者

しょうがいしゃ

支援課
しえんか

に福祉
ふくし

乗 車 証
じょうしゃしょう

の 発 行
はっこう

申 請
しんせい

をした。 帰
かえ

りに、Ａさんの依頼
いらい

で、Ａさ



んの実家
じっか

（自宅
じたく

）に行
ゆ
き、Ａさんの 通 帳

つうちょう
と 印 鑑

いんかん
をとりに 行

おこな
った。すると、Ａ

さんの 姉
あね

があらわれ、ものすごい 剣 幕
けんまく

で怒鳴
ど な

りだした。どうも、家族
かぞく

はＡさんの

外 出
がいしゅつ

を認
みと

めていないという 主 張
しゅちょう

であった。 

２ 月
がつ

１２ 日
にち

、Ｚ 病 院
びょういん

のＣ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

から 筆 者
ひっしゃ

に電話
でんわ

があり、２

月
がつ

１９日
にち

にＺ 病 院
びょういん

に来
く
るように言

い
われた。２ 月

がつ
１９日

にち
、Ｚ 病 院

びょういん
に行

い
くと、入

い

り 口
ぐち

には、 既
すで

に３ 人
にん

の 従 業 員
じゅうぎょういん

が待
ま
ち構

かま
えていた。Ｃ 精 神

せいしん
保健
ほけん

福祉士
ふくしし

と、

看護師
かんごし

のＤさん、それから、Ｅ 臨 床
りんしょう

心理士
しんりし

である。 筆 者
ひっしゃ

は、応 接 室
おうせつしつ

に連
つ
れ

て行
ゆ
かれた。 

 

Ｃ 「 親
おや

から 連 絡
れんらく

がありました。 病 院
びょういん

を 訴
うった

えるといっていますが、どう

責 任
せきにん

を取
と
ってくれるのですか 。」  

筆
ひつ

 「私
わたし

たちは 責 任
せきにん

を取
と
れません。」  

Ｃ 「 訴 訟
そしょう

になったらどうするんですか 。」  

筆
ひつ

 「別
べつ

に 訴 訟
そしょう

になってもいいじゃないですか。 訴 訟
そしょう

は権利
けんり

です。

第 一
だいいち

、負
ま
けることはないと 思

おも
いますよ。」  

Ｃ 「 訴 訟
そしょう

になったら 困
こま

ります。」  

Ｅ 「 訴 訟
そしょう

になること自体
じたい

が問 題
もんだい

なんですよ。」  

筆
ひつ

 「別
べつ

に刑事
けいじ

訴 訟
そしょう

じゃないんだから。民事
みんじ

ですよ。 訴 訟
そしょう

の自由
じゆう

はある

わけで、 善 悪
ぜんあく

にかかわらず、 訴 訟
そしょう

されることはあるわけです。」  

Ｄ 「いえ。 桐 原
きりはら

さんが言
い
っていることは 正

ただ
しいのですが、みんなが 皆

みな
、

訴 訟
そしょう

は権利
けんり

と思
おも

いません。 単 純
たんじゅん

に、訴
うった

えられた 病 院
びょういん

と 思
おも

われるわけで、

そうなるとイメージダウン
い め ー じ だ う ん

になり兼
か
ねないのです。だから、 訴 訟

そしょう
を起

お
こされたくない

のがこちらの本音
ほんね

なのです。」  

筆
ひつ

 「じゃあ、 訴 訟
そしょう

しませんと書
か
いた覚 書

おぼえがき
に 印 鑑

いんかん
を押

お
してもらえばいいと

思
おも

いますよ。」  

Ｄ 「ああ、なるほど。それは 解
わか

りました。それで、保護者
ほごしゃ

との 関 係
かんけい

が悪化
あっか

し

ているんですが、アパート
あ ぱ ー と

に住
す
むとなれば 保 証 人

ほしょうにん
が必 要

ひつよう
でしょう。それは、

保護者
ほごしゃ

じゃないとできないと 思
おもう

うんですけど、 大 丈 夫
だいじょうぶ

なんですか。」  

筆
ひつ

 「賃 貸 借
ちんたいしゃく

契 約
けいやく

の 連 帯
れんたい

保 証 人
ほしょうにん

は、親
おや

である 必 要
ひつよう

はありません。ま



た、債務
さいむ

保 証
ほしょう

制度
せいど

もあるので、あえて 探
さが

した 保 証 人
ほしょうにん

を立
た
てる必 要

ひつよう
もないと

思
おも

います。」  

Ｅ 「そういうこと具 体 的
ぐたいてき

に進
すす

めていくのはいいですが、いきなりアパート
あ ぱ ー と

に 入
にゅう

居
きょ

して、 例
たと

えば、 犯 罪
はんざい

をおかしたら 病 院
びょういん

の 責 任
せきにん

になるんですけど、そうな

らない 保 障
ほしょう

はあるんですか。」  

筆
ひつ

 「言
い
ってる意味

い み
がわからないのですが、 退 院

たいいん
した患 者

かんじゃ
が 犯 罪

はんざい
をおかし

たら 責 任
せきにん

って、どういう 責 任
せきにん

ですか。」  

Ｅ 「だから、 病 院
びょういん

の名前
なまえ

がテレビ
て れ び

や新 聞
しんぶん

に出
で
たりとか。」  

筆
ひつ

 「それは 考
かんが

えられませんね。何故
な ぜ

なら、 犯 罪
はんざい

をした本 人
ほんにん

が刑事
けいじ

責 任
せきにん

を負
お
うわけですから、 病 院

びょういん
は関 係

かんけい
ありません。」  

Ｅ 「でも、こちらには 責 任
せきにん

があります 。」  

筆
ひつ

 「いや、ありませんから 。」  

Ｅ 「いえ、 責 任
せきにん

がありますでしょ。」  

筆
ひつ

 「すみません。あなた、 先
さき

ほどから 責 任
せきにん

と仰
あお

っているけども、なんの

責 任
せきにん

ですか、具 体 的
ぐたいてき

に 教
おし

えてくださいますか 。」  

Ｅ 「 病 院
びょういん

には、管理
かんり

責 任
せきにん

があるでしょう 。」  

筆
ひつ

 「なんですかそれ。そんなものはありません。」  

Ｅ 「 病 院
びょういん

は、 患 者
かんじゃ

さんを管理
かんり

しなきゃいけないんです 。」  

筆
ひつ

 「たとえ、管理
かんり

責 任
せきにん

があるとすれば、 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

に 対
たい

する使 用 者
しようしゃ

責 任
せきにん

と

か、いや、 監 督
かんとく

責 任
せきにん

なのかな、いずれにせよ、管理
かんり

責 任
せきにん

なんてものはないです

ね。」  

Ｃ 「 実 際
じっさい

に 病 院
びょういん

に 親
おや

から電話
でんわ

で苦 情
くじょう

が来
き
ているわけですよ。その

責 任
せきにん

をどう取
と
ってくれるかってことです。」  

Ｅ 「そう、つまり、 説 明
せつめい

責 任
せきにん

です。」  

筆
ひつ

 「苦 情
くじょう

処理
しょり

は責 任
せきにん

ではなく、義務
ぎ む

だと 思
おも

いますよ。 仮
かり

に 営 業
えいぎょう

に差
さ
し

支
つか

えるような 苦 情
くじょう

が 殺 到
さっとう

しているならば、 営 業
えいぎょう

妨 害
ぼうがい

で告訴
こくそ

すればいい

わけですよ。それから、 説 明
せつめい

責 任
せきにん

は、親
おや

ではなく、 患 者
かんじゃ

に 対
たい

して管 理 者
かんりしゃ

が 説 明
せつめい

する 責 任
せきにん

でしょう。ましてや、管理
かんり

責 任
せきにん

なんて 患 者
かんじゃ

はモノ
も の

であり

ません。あなた 方
かた

の 責 任
せきにん

は、 第 一
だいいち

に、債務
さいむ

履行
りこう

責 任
せきにん

、つまり、Ａさんの



要 望
ようぼう

する医 療
いりょう

を 実 現
じつげん

することでしょう。 患 者
かんじゃ

を管理
かんり

しようとか 考
かんが

え

ているなら、それは 問 題
もんだい

ですよ。」  

Ｅ 「こちらとしては、 患 者
かんじゃ

が退 院
たいいん

した 後
あと

に犯 罪
はんざい

をおかさなければ、それ

でいいのです。それを、そちらで１００％ 保 障
ほしょう

してくれるんですか。」  

筆
ひつ

 「多分
たぶん

、 犯 罪
はんざい

はしないと 思
おも

うけども、１００％ 保 障
ほしょう

なんてできませ

ん 。」  

Ｃ 「それじゃあ、 困
こま

るんです。（ 声
こえ

を荒立
あらだ

てる）」  

筆
ひつ

 「いや、 困
こま

られても 困
こま

ります。そもそも、１００％なんてものがありえないわ

けですし。」  

Ｅ 「だから、それじゃあ 困
こま

るんです 。」  

筆
ひつ

 「いや、１００％ 犯 罪
はんざい

をしないなんてありえないでしょ。あなた 方
かた

だって、

１００％ 犯 罪
はんざい

をしないなんて無理
む り

なはずです。 第 一
だいいち

、法 定
ほうてい

時間
じかん

を過
す
ぎた

退 院
たいいん

制 限
せいげん

は違法
いほう

ですよ。まず、自分
じぶん

のことを 考
かんが

えてください。それに、

犯 罪
はんざい

をしたら刑事
けいじ

責 任
せきにん

を負
お
う、それだけのことじゃないですか 。」  

Ｅ 「それじゃ、 退 院
たいいん

は 認
みと

められないですね。」  

筆
ひつ

 「失 礼
しつれい

ですが、あなたは指定医
していい

ですか。」  

Ｅ 「いいえ、 違
ちが

います。」  

筆
ひつ

 「なんで、指定医
していい

じゃない 人 間
にんげん

が退 院
たいいん

制 限
せいげん

してるんですか。違法
いほう

じ

ゃないですか。 仮
かり

に指定医
していい

だとしても、７２時間
じかん

しか、 退 院
たいいん

を延
の
ばすことはで

きません。任意
にんい

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

が退 院
たいいん

を申 出
もうしで

たら、 退 院
たいいん

させなければならな

いんですよ。あなたは、 患 者
かんじゃ

のことをとやかく言
い
える立場

たちば
じゃないでしょ。」  

Ｄ 「 確
たし

かに、 桐 原
きりはら

さんの言
い
う通

とお
りで、 退 院

たいいん
させなければならないことにな

っています。 私
わたし

も桐 原
きりはら

さんに言
い
われて、 先 日

せんじつ
勉 強
べんきょう

し直
なお

しました。 我 々
われわれ

も知
し
らないことが 沢 山

たくさん
あるので、そこは 協 力

きょうりょく
してやっていきたいです。しかし、

私
わたし

たちとしては、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に移行
いこう

、退 院
たいいん

という 形
かたち

をとれば、親子
おやこ

関 係
かんけい

も悪化
あっか

せずに、より 早
はや

く退 院
たいいん

できたと 思
おも

いますが、それができなくな

ったのは 桐 原
きりはら

さんたちの 働
はたら

きかけがあったからだと 思
おも

います。」  

筆
ふで

 「働
はたら

きかけていません。あくまで、Ａさんの依頼
いらい

です。」  

Ｄ 「その依頼
いらい

も、 桐 原
きりはら

さんたちがいなければ、なかったわけですから、そういう



意味
い み

では、 働
はたら

きかけがあったと 思
おも

っています。」  

 

 結 局
けっきょく

のところ、 三 名
さんめい

の従 業 員
じゅうぎょういん

の話
はな

しの趣旨
しゅし

は見
み
えず、差別

さべつ
発 言
はつげん

だけ

が目立
め だ

った。その後
ご
のＡさんとの 話

はな
し合

あ
いで、Ａさんは、 生 活

せいかつ
保護
ほ ご

に合
あ
わせて、３

月
がつ

５日
か
に賃 貸 借

ちんたいしゃく
契 約
けいやく

を行
おこな

うことを 決 定
けってい

した。３月
がつ

５日
か
、Ａさんと 私

わたし
は、

不 動 産
ふどうさん

会 社
かいしゃ

に行
ゆ
き、 賃 貸 借

ちんたいしゃく
契 約
けいやく

を 行
おこな

った。 生 活
せいかつ

保護課
ほ ご か

に行
ゆ
き、 住 所

じゅうしょ

変 更
へんこう

と引
ひ
っ越

こ
し費用

ひよう
についての 説 明

せつめい
を受

う
けた。３ 月

がつ
２７ 日

にち
、Ａさんの

退 院
たいいん

が決 定
けってい

し、同時
どうじ

に、引 越
ひっこし

をした。それにあわせて 生 活
せいかつ

保護
ほ ご

の移転
いてん

も終
お
わった。 

 

４．事例
じれい

の意味
い み

 

当 該
とうがい

事例
じれい

は、①Ａさんの 援 助
えんじょ

記録
きろく

を基
もと

に、Ｚ 病 院
びょういん

が 退 院
たいいん

を希望
きぼう

する

患 者
かんじゃ

（Ａさん）の 退 院
たいいん

を制 限
せいげん

していること、② 患 者
かんじゃ

（Ａさん）を管理
かんり

するものと 捉
とら

えた 発 言
はつげん

がされたこと、③ 第 三 者
だいさんしゃ

に対
たい

して排 他 的
はいたてき

であり

攻 撃 的
こうげきてき

であったことを、事例
じれい

を通
つう

じて明
あき

らかにした。 
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